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1．概要

拙稿の目的は、朝鮮語に現れる形態素-ｙｏと、挿入現象について地域方言また社会方言

による違いを考察することにある。韓国で一般的に終結形叙述格助詞と呼ばれる-ｙｏは、

さまざまな語に後接しポライトネスを表す（野間秀樹2006:６３)。この-ｙｏは、前接する語

の末子音の有無により三つの異形態、すなわち-ｙｏと-nyoそして-iyoをもつ。その中で特

に-ｙｏにｎが挿入された-nyoが観察されるため、前接する語が末子音をもっていてもｎが

挿入されない叙述格助詞-idaと区別される。朝鮮語において形態素境界で起こるこのよう

な、挿入現象の頻度は､前接する形態素の最終音節の末子音ごとに異なるとされる(Hwang

2008：５３)。本研究では、‐ｙｏに前接する形態素の最終音節の末子音が、挿入にどのような

影響を与えるのか、ソウルを含む京畿道方言話者3名、全羅道方言話者4名そして慶尚道方

言話者3名を対象とした露知実験を行った。実験結果によれば、、挿入の選好度について形

態素最終音節の末子音の影響は小さく、ｎ挿入を好む比率が方言ごとに異なることが明ら

かとなった。さらに、先行研究では言及されてこなかった男女間での違いも確認された。

このような-ｙｏに見られる、挿入の選好度が地域方言や性別により異なるという事実は、

言語変異研究の重要性を示唆する。

2．先行研究の検討

朝鮮語において、ある形態素が/i/あるいは/y/で始まるとそれに前接する形態素との境界

で、挿入が起こる場合がある。例えば、ｑ１３割「大田駅」は酬社と割二つの形態素からな

っているが、ＥＭのL-が連音化した/Eﾘｽ1耳/[tE此AnjAk､]ではなく、形態素境界にしが挿入さ

れ/ql社司/[tE血AnnjAk､]と発音される。このような現象は、挿入、あるいは、添加現象と呼

’本稿は、２０１２年１２月にソウル大学で行われた国語学会第３９回全国学術大会で発表した内容に加筆・
訂正を施したものである。大会の席上でコメントいただいた方々、また個別に段重な意見をくださった

方々に感謝申し上げる。
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ばれるが、連続する二つの形態素の境界で先行する形態素が子音で終り、後続形態素の頭

音が/i/や/y/で始まる場合に起こる現象である。Hwang（2008)によれば、朝鮮語で、挿入を

起こす条件は次のようになる。

(1)Conditionsfbr/､/-insertioninKorean

a・ThefinalsyllableofM1isclosed．

ｂ・TheinitialsyllableofM2beginswithahigh丘ontvocoid,/i/or6/、

ｃ、MlandM2fbrmacompound/afYixedfbrm/syntacticphrase． （Hwang2008:ｌ）

ｎ挿入を起こす条件は、本稿が扱う丁寧化マーカー-yoでも似た様相を示す。例を挙げれ

ば、朝鮮語で「夜」を意味する啓/bam/に丁寧化マーカー且./yo/が後接する場合、Ｃｌ/i/が挿

入された啓｡1且/bamiyo/のほかに、表記上曹且が現れうる。このように表記された啓且は

再音節を起こした/bamyo/だけでなく、、が挿入された/bamnyo/も現れうるのだが、これは

啓と丘二つの形態素からなっているためである。つまり、(1)で見た、挿入の条件と合致す

る環境であれば形態素の境界にｎが添加されうることがわかる。また、丁寧化マーカー-ｙｏ

は前接する形態素の最終音節末子音の違いによって先に言及した-nyoのほかに二つの異形

態が現れうる。すなわち、再音節化とｉ挿入である。再音節化とは、末子音をもつ音節に

母音や半母音で始まる音節が後続する際先行する音節の末子音が後続音節の頭子音として

発音される現象であり、またｉ挿入とは、最終音節が子音で終る形態素に丁寧化マーカー

-yoが後接する際それらの境界に/i/が挿入される現象を指す。下の(2)は、このような-yoに

見られる異形態をまとめたものである。

(2)‐ｙｏに現れる三つの異形態の例

bα腕ヅ０

再音節化 bamyo

ｎ挿入 bam､nyo

i挿入 ba､ｍｉ,yｏ

朝鮮語の、挿入に関し、これまでHwang(2008)をはじめ多くの研究がなされてきたもの

の、丁寧化マーカー-ｙｏと、挿入との関係を扱った研究は十分に行われているとは言いが

たい（Hong2005;Lee＆Lee2006；曾朗午2010;皇ﾛ1斗2006；野間2006)。地域方言ある

１１４



いは性別といった社会方言ごとに、挿入がどのような様相を示すのか、その中でも本稿が

扱う丁寧化マーカー-ｙｏと、挿入との関係を明らかにした論考はごく限られたものしかな

い。その一つHong(2005)によれば、丁寧化マーカー-ｙｏに対する、挿入が慶尚道方言では

次のように現れるとされる。

(3)ａ・NewYbrk-i-yo

b・chEksa0-i-yo

nyuyoU-nyo ‘NewYbrk-be-Q，
、

*nyuyok-iyo(SNK）

chEksa0-nyo ‘desk-be-Q’

*chEksa0-iyo(SNK） (Hong2005:７１）

(3)が示唆するところは、慶尚道方言が丁寧化マーカー-ｙｏで、挿入を選好するのではない

かということである。以下で、‐ｙｏと、挿入との間にどのような相関を見せるのか調査す

るため、ソウルを含む京畿道方言話者3名、慶尚道方言話者3名そして全羅道方言話者4名を

対象に認知実験を行った。

3．実験方法

Praatスクリプト(ExperimentMFC)2を利用し作成した認知実験を行った。これは自然度評

価実験であり、被験者は刺激音を聞き自然度を評価し点数を付けた。被験者は各１０回ずつ

無作為の順序で聞こえてくる刺激音に対し、自然度が最も低いものをl，最も高いものを７

の7段階に評価した｡刺激音は京畿道方言話者の声を録音したものを使用した。被験者のデ

ータを(4)に、実験で使用した刺激音を(5)に、被験者に提示された実験画面を(6)にそれぞ

れ示す。

(4)被験者のデータ

被験者 性別 言語形成期を過ごした所

ＨＨＳ 女 慶尚北道浦項市

ＣＳＨ 女 慶尚南道昌原市

JSC 男 釜山広域市

ＫＣＲ 女 光州広域市

２Praatを利用した音声認知実験の作成方法については北原他(2008)が詳しい。

115



勺

(5)実験で使用した刺激音３

Ｅ

(6)実験画面

■
■

,ＩＭＤ８号：

Answer:(nigh0讐皇．

7宮c心。Ipoo3

３(5)で末子音が/d/の語が除かれているが、これはJun(2010)で指摘されているように/d/が再音節化すると
/d/のほかに/s/や/d33/など様左な音価で現れることが考えられ、実験が複雑になるのを防ぐためである。

Ｔ

１１６
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図１

4．実験結果

図l、図2そして図3はそれぞれ丁寧化マーカー-ｙｏに前接する形態素の末子音ごとのｉ挿

入、、挿入そして再音節化に対する自然度評‘価実験の結果である。
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図２ｎ挿入に対する自然度評価の結果（信頼区間は95％）
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４図２の、挿入の場合、詳細に見ると叫・且/baNnyo/と普且/ballyo/の間で有意差が観察されるが、この点に
ついて被験者から叫・(gourd)という語を使うことが少ないとの指摘を受けた。

SegmentS

呈卦叫闘:９５％Ｃｌ

図３再音節化に対する自然度評価の結果（｛筒頼区間は95％）

まず図1を見ると、ｉ挿入の場合-ｙｏに先行する子音に関係なく/b/、／g/、／l/、／m/、／､/、／N／

すべての子音で7に近い点数を得た。また、図2と図3も含め-ｙｏに先行する子音がｉ挿入、、

挿入そして再音節化それぞれの自然度評価に大きな影響を与えないことがわかる４．さらに、

これらの結果は丁寧化マーカー-ｙｏに現れる異形態、その中でも特に、挿入と再音節化に

対する選好度が語末子音以外の影響を受ける可能性を示唆する。

Hong(2005)によれば､慶尚道方言では丁寧化マーカー_yoが後接する場合、それに前接す

る形態素との間で、挿入を選好するとされるが、、挿入と再音節化間で自然度評価が京畿

道方言、慶尚道方言、全羅道方言それぞれの方言ごとに違いを見せるのか、次に分散分析

を行った。
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図４再音節化[l]と、挿入[2]に対する自然度評価の地域方言差

地域方言と再音節化．ｎ挿入間の自然度平均値に有意差が見られるのか検討するために、

それらを2要因とした二元配置分散分析を行った。前者の要因は被験者間要因で､後者の要

因は被験者内要因である。分析結果を確認すると、地域方言間要因に有意な主効果が見ら

れ（F(2,597)＝48.088,ＭＳＧ＝3.762,〃＜､01)、再音節化.、挿入要因にも有意な主効果が観

察され（F(1,597)＝63.003,Ｍsど＝1.494,〃＜,01)、さらに再音節化．ｎ挿入*地域方言要因で

も有意な主効果が現れた（F(2,597＝27.937,Ｍ,e＝1.494,ｐ＜､01)。以上をもとに単純主効

果の検定を実施した結果（Bon企rroniの方法)、ａ)慶尚道、全羅道方言において5％の水準で

、挿入｢２１＞再音節化｢１１ った･そして、ｂ)再音

であり、また、挿入[2］

化マーカー-ｖｏに対す
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であった。

では同水準で慶尚＞全羅＞京畿の順であった。この結果は、丁寧化マーカー-ｙｏに対す

る、挿入の選好度が地域方言ごとに異なることを意味する。

さらに、先行研究では言及されていない丁寧化マーカー-ｙｏと、挿入・再音節化の選好

度が性別の違いでどのような様相を示すのか調べた。

慶尚＞全羅、慶尚＞京畿節化において5％の水準で有意差が現れ、
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図５再音節化[1]と、挿入[2]に対する自然度評価の男女差

性別と再音節化。ｎ挿入間の自然度評価の平均値に有意差が見られるのか検討するため

に、それらを2要因とする二元配固分散分析を行った。前者の要因は被験者間要因で、後者

の要因は被験者内要因である。分析結果を確認すると、性別と再音節化。ｎ挿入の両要因

どちらも有意な主効果が現れ（性別:岡1,598)＝53.909,Ｍsセー4.000,ｐ＜,01；再音節化。、

挿入:Ｆ、,598)＝33.269,A4sセー1.553,ｐ＜､01)、交互作用も有意であった（河1,598)＝30.084,

Ｍsセー1.553,ｐ＜,01)｡以上をもとに単純主効果の検定を実施した結果(Bonferroniの方法)、

３

MEASURE-1g芋召型季題題丑

a)女性話者において5％の水準で有意差が現れ、

刈唇琶到_聖_し勤臼

であった。また、

5．結儲

ここまで、朝鮮語でポライトネスを表す形態素-ｙｏと、挿入間に現れる方言ごとの特徴

について考察してきたが、次のように結論づけられる。ａ)慶尚道方言は他の二つの方言、

すなわち全羅道方言と京畿道方言より、挿入を選好し、一方で京畿道方言は、挿入を嫌う

傾向があることが明らかになった。そして、ｂ)性別による再音節化また、挿入の選好度を
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Ｖ３入｢2１節化｢1

b)再音節化と、挿入どちらも5％の水準で有意差が見られ、男性＞女性であった。この結

果は、丁寧化マーカー-ｙｏに関して再音節化と、挿入の自然度を比較すると、男性話者は

両者とも似たように知覚する一方、女性話者は再音節化より、挿入を選好することを意味

する。



調査した結果、女性話者の場合前者より後者を選好することが確認された。このような丁

寧化マーカー-ｙｏと、挿入に見られる方言間バリエーションの一般化のためには、本稿で

扱えなかった他地域の方言、また話者の年齢ごとに違いが現れるのか等、今後さらなる調

査が必要だと考える5．最後に、実験に快く協力いただいた朝鮮語話者の方々にこの場を借

りて感鮒したい。
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